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救急総合診療科

「ことわらない」を合言葉に
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24
時
間
３
６
５
日
。

「
こ
と
わ
ら
な
い
」を
合
言
葉
に
。

　

救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
中
核
総
合
病
院

の
救
急
窓
口
と
し
て
、
当
院
全
科
・
全
部
署
・

全
職
種
の
協
力
の
下
、
埼
玉
北
部
医
療
圏
で
発

症
し
た
２
次
救
急
患
者
さ
ん
を
幅
広
く
、
24
時

間
３
６
５
日
い
つ
で
も
受
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
最
善
の
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
顔
を
担
う
こ
と
と
な
る
「
救
急

総
合
診
療
科
」
と
い
う
科
名
に
は
、
よ
り
一
層

「
洽
覧
深
識
」
な
セ
ン
タ
ー
を
目
指
す
、
と
い
う

想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

所
属
に
は
、
外
科
医
と
し
て
の
肩
書
き
も
持

つ
濱
田
副
部
長
、
放
射
線
科
医
と
し
て
の
肩
書

き
も
持
つ
亀
岡
副
部
長
、
総
合
内
科
医
と
し
て

の
肩
書
き
も
持
つ
江
原
医
師
が
常
勤
と
し
て
従

事
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
受
入
れ
体
制
を

よ
り
強
化
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
病
院
と
の
時

間
的
距
離
を
縮
め
る
こ
と
で
、
医
療
が
１
秒
で

も
早
く
介
入
で
き
る
シ
ス
テ
ム
作
り
に
各
セ
ク

シ
ョ
ン
と
共
に
臨
み
続
け
て
い
ま
す
。

　

行
田
市
の
医
師
会
や
医
療
機
関
、
消
防
本
部

と
の
連
携
は
も
と
よ
り
、
院
内
各
科
・
部
署
と

の
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
24
時
間
体
制
で
救
急

診
療
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
、
常
勤
救
急
医
３
名
を
中
心
に

外
科
医
、
脳
神
経
外
科
医
、
循
環
器
内
科
医
、

呼
吸
器
内
科
医
、消
化
器
内
科
医
、泌
尿
器
科
医
、

整
形
外
科
医
か
ら
構
成
さ
れ
、
こ
れ
に
小
児
科

医
、
放
射
線
科
医
、
病
理
診
断
科
医
、
麻
酔
科

医
な
ど
が
診
療
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

夜
間
や
休
日
に
つ
い
て
も
内
科
系
２
人
、
外

科
系
１
人
、
研
修
医
１
人
の
４
人
が
当
直
す
る

な
ど
、
24
時
間
３
６
５
日
、
救
急
患
者
さ
ん
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
月
曜
と
金
曜

の
夜
に
つ
い
て
は
、
医
師
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
る
小
児
科
に
も
対
応
で
き
る
充
分
な
体
制
を

整
え
て
い
る
こ
と
も
、
当
セ
ン
タ
ー
の
特
長
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
災
害
拠
点
病
院
と
し

て
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
な

ど
地
域
の
災
害
医
療
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

医
師
は
救
急
隊
員
か
ら
患
者
さ
ん
の
状
況
を

聞
き
、
ど
ん
な
疾
患
な
の
か
を
あ
る
程
度
推
定

し
、
関
連
す
る
診
療
科
の
医
師
と
受
入
れ
を
準

備
。
患
者
さ
ん
が
運
び
こ
ま
れ
る
と
、
研
修
医

と
救
急
医
が
初
期
診
療
と
応
急
処
置
を
行
い
、

落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
、
各
診
療
科
の
病
棟
に

入
院
。
重
篤
な
患
者
さ
ん
は
I
C
U
で
集
中
治

療
を
行
い
ま
す
。 

救
急
の
現
場
で
は
患
者
さ
ん

の
病
態
が
劇
的
に
変
化
す
る
の
で
、
秒
単
位
で

診
断
、
治
療
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
当

院
に
は
「
こ
と
わ
ら
な
い
」
と
い
う
昔
か
ら
の

モ
ッ
ト
ー
が
あ
り
、
そ
の
想
い
を
全
ス
タ
ッ
フ

が
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
ス
タ
ッ
フ
と
待
機
医
師
、
そ
れ
を
引
き

継
ぐ
専
門
治
療
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
が
ス
ム
ー

ズ
で
あ
る
た
め
、
迅
速
で
的
確
な
対
応
が
で
き

る
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

24 hours a day, 7 days a week.

Emergency Center

救急総合診療科
▶︎▶︎▶︎濱田浄司
　　　救急総合診療科副部長
　

▶︎▶︎▷亀岡佳彦
　　　救急総合診療科副部長

▶︎▷▷江原幸康
　　　救急総合診療
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「
こ
と
わ
ら
な
い
」を
合
言
葉
に
。

救
急
医
療
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
。

　

救
急
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
た
患
者
さ
ん
は
、

救
急
外
来
の
看
護
師
に
よ
っ
て
初
療
室
に
案
内

さ
れ
ま
す
。
到
着
と
同
時
か
救
急
医
師
と
研
修

医
に
よ
る
フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ッ
チ
の
前
後
に
必
要

に
応
じ
て
診
療
放
射
線
技
師
に
よ
っ
て
C
T
や

M
R
I
、
X
P
な
ど
の
画
像
検
査
、
臨
床
検
査

技
師
に
よ
っ
て
血
液
検
査
や
尿
検
査
、
細
菌
・

ウ
イ
ル
ス
検
査
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

迅
速
に
行
わ
れ
た
検
査
結
果
を
参
考
に
医
師

が
必
要
に
応
じ
た
処
置
を
施
し
、
入
院
に
な
る

場
合
に
は
、
救
急
外
来
と
各
病
棟
の
看
護
師
が

連
絡
を
取
り
合
っ
て
、
患
者
さ
ん
を
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
や
車
椅
子
で
搬
送
し
ま
す
。

　

入
院
さ
れ
て
か
ら
も
必
要
な
検
査
は
、
診
療

放
射
線
技
師
や
臨
床
検
査
技
師
に
よ
っ
て
行
わ

れ
、
臨
床
工
学
技
士
が
正
確
に
医
療
機
器
を
動

か
し
、
薬
剤
師
に
よ
っ
て
薬
の
正
し
い
用
法
・

用
量
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
早
期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
た
め
、各
病
棟
に
は
理
学
療
法
士
（
P
T
）・

作
業
療
法
士
（
O
T
）・
言
語
聴
覚
士
（
S
T
）

で
構
成
さ
れ
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
チ
ー
ム
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
管
理
栄
養
士
が

全
て
の
入
院
患
者
さ
ん
の
栄
養
管
理
や
栄
養
指

導
を
行
い
、
看
護
助
手
は
隅
々
ま
で
心
を
配
り

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
９
月
か
ら
、
夜
間
の
緊
急
受
入

れ
を
簡
潔
に
す
る
た
め
に
救
急
専
用
病
床
が
新

し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
夜
間
の
緊
急

入
院
や
診
療
終
了
間
際
の
夕
方
に
外
来
を
受
診

し
た
患
者
さ
ん
の
入
院
受
入
れ
が
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
ま
し
た
。

　

循
環
器
疾
患
・
消
化
器
疾
患
・
泌
尿
器
疾
患
・

脳
神
経
外
科
疾
患
・
内
科
疾
患
な
ど
、
様
々
な

患
者
さ
ん
に
対
応
す
る
た
め
に
、
病
棟
で
は
勉

強
会
を
実
施
し
看
護
の
知
識
や
技
術
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。　

　

救
急
専
用
病
床
は
、
全
身
状
態
が
よ
り
安
定

し
一
般
病
棟
で
の
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

前
出
の
多
職
種
と
の
協
働
に
よ
る
全
身
的
回
復

お
よ
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
取
り

組
み
ま
す
。
さ
ら
に
は
回
復
後
を
見
越
し
た
退

院
調
整
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
社
会
背
景
の
あ

る
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
と
の
関
わ
り
な
ど
か
ら
、

高
度
な
総
合
力
を
も
っ
て
一
貫
し
た
全
身
管
理

と
看
護
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

重
篤
な
患
者
さ
ん
を
前
に
緊
張
す
る
場
面
も

あ
り
ま
す
が
、
救
急
専
用
病
床
で
の
経
験
は
、

看
護
師
と
し
て
も
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
し
て
も
大

き
な
力
を
つ
け
る
機
会
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が

い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

様
々
な
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
が
綿
密
に
携
わ
っ

て
い
る
救
急
医
療
。
全
て
は
地
域
の
皆
さ
ま
の

健
康
を
守
り
、
安
心
し
て
未
来
を
紡
ぐ
た
め
の

努
力
で
あ
る
と
全
員
が
胸
に
秘
め
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

24 hours a day, 7 days a week.

Co-Medical Staff

看護師・診療放射線技師・臨床検査技師
▶︎▶︎▶︎霜田佳久
　　　臨床検査技師
　

▶︎▶︎▷平澤　凪
　　　救急棟看護師

▶︎▷▷小林徹也
　　　診療放射線技師
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24 hours a day, 7 days a week.

　

２
０
２
１
年
７
月
に
開
設
さ
れ
た
救
急
棟
。

現
在
で
は
、
年
間
６
０
０
０
件
を
超
え
る
救

急
車
の
受
入
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
救
急
棟

に
は
、『
救
急
セ
ン
タ
ー
』『
救
急
専
用
病
床
』

『
H
C
U
』『
整
形
外
科
病
棟
』『
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
手
術
室
』
が
設
置
さ
れ
、
埼
玉
県
北
部
地
域

の
広
範
に
渡
る
救
急
医
療
を
支
え
る
体
制
が
よ

り
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
F　

救
急
セ
ン
タ
ー

　

救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
、『
埼
玉
県
救
急
搬
送

困
難
事
案
受
入
病
院
』
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
拡
大
期
に
お
い
て

も
「
こ
と
わ
ら
な
い
医
療
」
を
継
続
す
る
た
め
、

遠
方
か
ら
の
発
熱
患
者
さ
ん
の
受
入
れ
に
も
積

極
的
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

５
類
と
な
っ
た
現
在
も
発
熱
患
者
さ
ん
は
と

て
も
多
い
で
す
。
救
急
総
合
診
療
科
の
医
師
、

救
急
外
来
の
看
護
師
に
よ
り
適
切
な
診
療
・
看

護
ケ
ア
を
実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
院
内
に
在

籍
し
て
い
る
各
診
療
科
の
専
門
医
、
臨
床
検
査

技
師
、
臨
床
工
学
技
士
、
診
療
放
射
線
技
師
、

薬
剤
師
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
多
職
種
に
よ
る

チ
ー
ム
医
療
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

２
F　

救
急
専
用
病
床

　

救
急
棟
２
階
に
あ
る
救
急
専
用
病
床
は
、
救

急
患
者
さ
ん
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
病
床
で

す
。
主
に
夜
間
の
救
急
外
来
も
し
く
は
夕
方
の

通
常
診
療
の
終
了
間
際
に
受
診
さ
れ
た
重
症
関

患
者
さ
ん
を
受
入
れ
て
い
る
病
棟
で
す
。

　

救
急
専
用
病
床
で
は
、
様
々
な
疾
患
の
患
者

さ
ん
が
入
院
す
る
た
め
、
担
当
す
る
看
護
師
や

ス
タ
ッ
フ
も
幅
広
い
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

病
棟
内
で
勉
強
会
を
実
施
し
知
識
や
技
術
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
は
原

則
翌
日
に
は
入
院
し
た
原
因
と
な
っ
た
疾
患
を

専
門
に
診
る
病
棟
へ
転
棟
し
て
い
き
ま
す
。

２
F　

H
C
U

　

救
急
棟
２
階
に
は
も
う
１
つ
機
能
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
H
C
U
（
高
度
治
療
室
/
ハ
イ

ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
）
で
す
。
脳
神
経
外
科
・
循
環

器
内
科
・
外
科
な
ど
、
主
に
重
症
の
緊
急
入
院

へ
対
応
す
る
た
め
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
該
病
棟
の
特
徴
の
一
つ
に
は
、『
入
院
時

重
症
患
者
対
応
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
（
社
会
福
祉

士
）』
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

突
然
の
病
気
で
救
急
搬
送
さ
れ
て
重
篤
な
状
態

に
至
っ
た
際
に
は
、
患
者
さ
ん
の
ご
家
族
は
状

況
を
理
解
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
い
場

合
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
不
安
を
抱
え
た

ご
家
族
に
対
し
て
「
患
者
さ
ん
の
状
態
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
」「
治
療
方
針
な
ど
の
意
思

決
定
」「
心
理
的
サ
ポ
ー
ト
」
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
該
病
棟
の
看
護
師
も
病
状
の
変
化

を
早
期
に
発
見
で
き
る
よ
う
に
、
疾
患
・
治
療

に
つ
い
て
の
知
識
や
情
報
を
ス
タ
ッ
フ
内
で
定

期
的
に
勉
強
会
を
開
催
し
、
常
時
対
応
で
き
る

よ
う
に
研
鑽
し
て
い
ま
す
。

３
F　

整
形
外
科
病
棟

　

救
急
棟
３
階
は
、
整
形
外
科
の
患
者
さ
ん
を

専
門
に
診
る
病
棟
で
す
。
行
田
市
は
近
隣
も
含

め
他
の
エ
リ
ア
と
同
じ
く
高
齢
者
が
多
く
を
占

め
る
地
域
で
す
。
日
常
生
活
の
中
で
起
こ
り
得

る
疼
痛
や
転
倒
に
よ
る
骨
折
な
ど
は
数
多
く
発

生
し
ま
す
。
当
院
で
も
救
急
搬
送
さ
れ
て
く
る

患
者
さ
ん
の
内
、
上
位
３
位
に
入
っ
て
る
ほ
ど

頻
繁
な
症
例
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
の
現
状
に
対
し
て
も
即
応

可
能
な
体
制
と
す
る
た
め
に
、
救
急
棟
を
構
成

す
る
機
能
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

４
F　

手
術
室

　

救
急
棟
４
階
に
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
手
術
室

を
含
め
た
６
つ
の
手
術
室
が
あ
り
ま
す
。
腹
腔

鏡
や
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ 

ヴ
ィ
ン
チ
」、

電
子
顕
微
鏡
な
ど
、
多
く
の
精
密
医
療
機
材
を

使
用
し
手
術
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
に
は
常
勤
麻
酔
科
医
師
が
６
名
在
籍
し

て
お
り
、
可
能
な
限
り
昼
夜
問
わ
ず
緊
急
手
術

が
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
手
術
室

の
看
護
師
は
、
周
術
期
医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
専
門
性
の
高
い
看
護
を
提
供
す
る
た
め
に

日
本
手
術
室
看
護
協
会
な
ど
の
院
外
研
修
へ
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
術
前
・
術
後
の
病
室
訪
問
を
行
っ
て

い
ま
す
。
術
前
訪
問
で
は
安
全
な
手
術
管
理
、

患
者
さ
ん
の
不
安
軽
減
を
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。
術
後
訪
問
は
術
中
に
行
っ
た
看
護

の
評
価
、
病
棟
へ
申
し
送
り
を
し
た
継
続
看
護

の
状
態
確
認
等
を
次
の
看
護
へ
の
反
映
の
た
め

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

救
急
棟

1

2

3

4

56

78

9

10

1112

13

1415

PHOTO ／ 1. 救 急 セ ン タ ー
内の加療室。2. 処置中の濱
田医師。3. 救急隊員から患
者さんの情報を聞き取る看護
師。4. カルテ記載中の江原医
師。5. 看護師に指示を出す亀
岡医師。6 研修医に指導中の
亀岡医師。7. 帰署につく救急
隊。8. 患者さんの受入準備
をする看護師。9. 入院する
病棟へ向かう患者さんを乗せ
たストレッチャー。10-11. 
HCU（2F)。12. 救急専用病床。
13. 整形外科病棟。14-15. 手
術室。



8

救急勉強会
当院救急棟 2 階 会議室

2023 年7 月25 日（火）

救急隊員向け勉強会
7月から3年ぶりに対面とZoom

での同時配信を開催しています。

9月19日は『医師に聴いてみた

いアレコレ』をテーマに総合内科・

益田医師が質疑応答を行いました。

今後も毎月開催いたします。

脳神経外科 頭痛外来
行田クリニック A 館 2F

2023 年 7 月〜

脳神経外科 頭痛外来を開設しています。
毎週月曜午後と水曜午前に脳神経外科では頭痛外来を開設しています。月曜

午後は岩田医師（写真左）、水曜午前は丸山医師が担当。社会的影響が大きく、

国民病とも言われている頭痛。その種類や性状を専門的な観点で問診、診断

し、個々に合った適切な治療を行っています。お気軽にご相談ください。

News & Topics

おしごと相談会
ウニクス鴻巣

2023 年 7 月 22 日（土）23 日（日）

3 年ぶりの地元開催 !!
子育て中やブランクのある方、未
経験だけど医療系の仕事に興味の
ある方が多数集まりました。今後
も定期的に開催いたします。開催
日等はホームページやSNSでお
知らせいたします。

新人看護師集合研修
当院新南棟 4F 会議室

2023 年 5 月〜毎週木曜午後

全員が集まり、知識と技術を習得する
入職後は約 1カ月かけて看護の基本的な知識や接遇を学びます。この間は、
同期との仲間作りも目的の一つです。その後は各部署に配置され、毎週木曜
日の午後が集合研修となります。研修で同期を相手に演習してから、病棟で
先輩と一緒に実施する。この繰り返しで1年間技術を学んでいきます。注射・
点滴の研修は入職3カ月後、初めての夜勤は入職6カ月後以降。ゆっくり、
じっくりのやさしい新人研修が当院の特長です。

【公式SNS▶︎】 採用情報 リハビリテーション科


